
「GAP（Good Agricultural Practice）」とは？
農業生産活動の持続性を確保するため、食品安全、家畜衛生、環境の保全、

労働安全、アニマルウェルフェアなどに関する点検項目を定め、これらの実施、
記録、点検、評価を繰り返しつつ生産工程の管理や改善を行う取組のことです。

令和３年12月9日
通算第527号
問い合わせ先
長野県庁家畜防疫対策室
電話 026-235-7232

地域 電話番号 地域 電話番号

佐久家畜保健衛生所 0267-62-4123 松本家畜保健衛生所 0263-47-3223

伊那家畜保健衛生所 0265-72-2782 ⾧野家畜保健衛生所 026-226-0923

飯田家畜保健衛生所 0265-53-0440 家畜防疫対策室 026-235-7232

『畜産ＧＡＰ』でより良い農業生産を！

GAPに関するご相談はこちらまで

GAPに取り組む効果は？

１ 畜産経営のリスクを低減させることができます
適切な農場管理により畜産物の安全性が高まる等、畜産経営のリスクを低減させる

ことができます。

２ 農場の管理が効率的になります
農場従業員の意識改革等により農場管理の効率性を高めることができます。

３ GAP認証で選ばれる農場になります
第三者によるGAP認証の取得により信頼できる農場であることをバイヤーや社会に

アピールできます。

＜食品安全・家畜衛生＞
・農場・畜舎への出入りを制限
・農場内専用長靴・服などを着用

<環境保全>
・家畜排せつ物を堆肥化し、
農地へ還元

<アニマルウェルフェア>
・夏場の暑熱対策や冬期の
寒冷対策を実施する

<労働安全>
・機械・設備の点検・整備
・作業安全等の保護具の着用

＜人権保護＞
・適切な労務契約・管理
・労働者との意見交換

＜農場経営管理＞
・部門別責任者の配置
・教育訓練の実施、内部点検の実施

ステップ１ 基本の整理整頓から！

ステップ２ 農場内を点検し、問題点を改善！

農業生産の中で問題点を見つけたら、①必要な対策を考え、②それを実行し、
③その内容を記録・点検し、④継続的に改善をしていきましょう！
＜取組例＞

皆さんがこれまでにも取り組んできた整理整頓や生産履歴の記帳が基本です。

GAPに取り組みましょう！

取引先からの要求に応じたい、自分の農場を客観的に評価したい等
認証が必要になったら次のステップ「GAP認証取得」へ！


